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ひとこと

　米軍の戦争捕虜キャンプ内で、頭から黒い袋をかぶせられた父親が

足を投げ出して座り、幼い息子を後ろから抱きしめている姿が写し出

されている写真。背景は茶色の砂地のみで、そこにli焦1卒して座る父子

が渦巻く有刺鉄線越しに撮影されている。これは2003年世界報道写真

コンテストの大賞に選ばれた米AP通信社のカメラマン、ジャンマル

ク・プシュ氏が、イラク戦争の捕虜キャンプで撮影したイラク人親子

の写真である。

　昨年3月はイラク戦争開始を巡り不安におののき、平和を祈った。

1年後の今、戦争は終わったというものの毎日のようにテロや制圧の

ための犠牲者が数多く生み出されている。人は、民族は、国は、世界

は、どうしてこうまでも”Jf〈義’を振りかざしてお互いに理解し合え

ず、愚かな争いを続けるのだろうか。一番の犠牲者は、いつも子ども

たちである。

　ひるがえって平和であるはずの私たちの身近な家庭や地域のなかで

も、児童虐待や登下校中の子どもに加えられる暴力が後を絶たない。

そのなかでも大阪岸和田市の中学生が1年以上も満足に食事を与えら

れず、部屋に閉じこめられ衰弱死寸前まで保護されなかった事件は、

衝撃的であった。事件の直接的な原因やその背景、保護のシステムな

どいろいろ問題はあろうが、基本的にはコミュニケーションの欠落で

はないだろうか。

　親子、夫婦、隣人とのかかわり、また子ども同士の間でもコミュニ

ケーションがうまく取れずに悩んでいる人たちが増えている。56号の

特集テーマは「現代社会のコミュニケーション」とした。まず、隣の

人とのコミュニケーション、相互理解から始めたい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　編集委員長・瀧ロ桂子



現代社会における

コミュニケーション

特 集

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ　いけ　すみ　お
鯨家政搬大学人蝉部文化情継科教授小池澄男

現代社会のコミュニケーシ∋ン

1．はじめに

　コンピュータの発逮と普及によって社会は急速に

情報化し、さらにインターネットが拡大することで

それに拍ll1：をかけている。そしてIT技術は社会を

大きく変えていく原動力となった，．現在のわが国は

まさに産業社会から情報8］：会への過渡期にあるので

あって、il∫純な景気循環理論に基づく不況下にある

のではない。すなわち、現在は歴史的な杜会変化の

渦中にあり、まだ新しい社会の仕組みや佃附〔観が確

立していない状況にわれわれは置かれているのであ

る。”ト．

　社会が大きく変動するとき、その中で牛きている

われわれは大きなインパクトを受ける。いま起こ・⊃

ているさまざまな礼会現象はその表れとぽえよう。

特にそれが子どもたちに大きく反映される．，子ども

は社会を映し出す鏡である。

　人聞関係や組織、そして社会を成立させ維持して

いくものがコミュニケーションである。あまり変化

のない安定した＆1：会ではコミュニケーションも安定

Lているが、このような歴史的大変動の時代にはコ

ミュニケーションも混乱し非常に不安定となる，，さ

らに情報社会に移行しつつある今日、デジタル・コ

ミュニケーションという新しいメディアを持ったこ

とによって、その混乱に拍〕匡をかけている傾向があ

る，、ここではその問題を論じてみたい。

2．人間関係の問題

（1＞コミュニティの崩壊

　わが国は農業杜会の時代に多くの伝統的なコミュ

ニティが存在した。家父長r1勺な封建制の濃い閉ざさ

れた地域共同体だったが、家族、隣近所、コミュニ

ティ内でコミュニケーションはト分機能していた。

ガキ大将が悪いことをすれば隣のおじさんが注意

し、顔見知りの地域のご隠居と親しく会話するな

ど、共同体の「和」を乱さない限り平和な人間関係

とコミュニケーションが存在していた。

　産業社会となり、若者が職を求めて都市に集団就

職して村を出て行き、やがて農村の過疎化が進む。

都市における自山で近代的な生活をZ｛｝る一方、隣人

や地域社会に無関心となり、コミュニティが成ウ1し

なかったc、団地の隣の家のピアノがうるさいとして

殺人事件すら起こった，tマイホーム主義がはびこ

り、個人主義を加速させた。

　情報社会に移行しつつある今日、新しい民主的な

コミュニティの構築が始まったが、まだ試行錯誤の

段階で、新時代のコミュニティが確立されたとはい

えない，．，当然のことながら新しいコミュニケーショ

ンもまたしかりである。いや、情報化の進展にとも

なって、インターネットや携帯電話によるバーチャ

ルなコミュニティやコミュニケーションがさまざま

な閻題を提起しながらも先行してしまっているの
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だ’．．／

　伝統的なコミュニティを失ったのと1司時に、われ

われは情．報伝達機斤εも失ったt．t産※社会時代でその

役割を果たしたのがマス・メディアである。そして

今の情報社会ではデジタルメディアによるコミコ．ニ

ケーションが支配的になりつつある。

（2）企業の変化

　産業社会時代に、成功した「日本的経営」がもて

はやされ「ジャパン・アズ・ナンバーワン」などと

いわれた、しかし、バブル経済の崩壊と同ll寺に、グ

ローバル・スタンダードという実際はアメリカン・

スタンダードの企業経営の手法が導人され、企業の

変吊が進んだ、日本の企※はいわば、終身雇用と年

功序列をベースにした企業コミュニティだったので

ある、，したがってその帰属意識は強く、まさに「う

ちの会杜」であり父親は個人生活や家庭を犠牲にし

た企※蔵．1：としてサービス残業まで求められ、過労

死という悲劇すら生んだ、、

　この「失われた1’年」の閥にも、企業は生き残り

をかけて1体的経営からアメリカ的絡営に変1†1：を進

めた、．中高年のリストラ・失業・倒産・自殺の急

増、若者の就職難、契約年俸制や実力給の導人、中

国への［：場移転などによる産業の空洞化、、その過程

で企業コミ：．’1．ニティは崩壊した。そして効率と業績

ばかりを追求することによってギスギスとした人間

関係になっていった。

（3＞家庭の変化

　産業↑．1：会を支えた核家族ははやくも核分裂をはじ

め、家庭というもっとも重’要で基礎的なコミュニテ

ィが崩壊しつつある。夫が企業戦十で家庭を顧み

ず、jr一育ても教育もすべて友に任せることによる妻

肚界の児眠と母性

の不満が爆発、夫の会社の倒産やリストラによる失

業と就職継にともなう生活不安、：妻の人間としての

生きがいの追及、子どもの教育費や自分の小遣いを

稼ぐためのパート就労、高学歴女性の増加による結

婚退職の減少と保育制度の不備による予育ての不

安、等々。高額なローンを組んで郊外に建てた瀟酒

な住宅や購入したマンションは、マイハウスではあ

ってもマイホームでなくなっている。すなわち、家

庭のコミュニケーションが成・膓：せず、「ホテル家

族」化している。夫（父）は残梁でいつも深夜帰

宅、t：（母）は毎日パート、．］’・どもはさまざまな牲

通いで家族みんなで夕食をとることは日曜日くらい

しかない。

　情報社会の現在、離婚数が急増する・方で、30歳

を過ぎても結婚をしない男女も多くパラサイトシン

グルといわれている、、また世界一の長寿となったわ

が国の高齢者は多くが孤独なシングル生活を余儀な

くされている，，いま家庭もまた問われているのであ

る。

（4）学校の無力化

　かつて学校はコミュニティの中心であり、教師は

「先ノL」として尊敬されたttt学校の行事は地域全体

で参加した。産梁祐会になってから学校の社会的地

位は低卜’した。いい会社に就職するためにはいい大

学に入らなければならない、いい大学に合格するに

は偏差f直の高い高校に入らなければならない。その

ためには私立の，1．1学人試に合格する必要がある。そ

のために小学校低学年から受験のための熟に通わせ

なければならない。学校の勉強なんかやっても時問

の無駄だt、すべては受験i伐争に勝ち残るためだ。教

育の本質を無視し、受験勉強の効率のみを屯んじ

る。そして、公．ウ：学校の教育を軽視し、子どもの前
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で平然と教師批判をする。子どもが教師を尊敬しな

くなるのは当然である。その一方で、子育てに悩ん

で虐待したり、まったく放任して自分の子どもが何

をしているのか関心も示さない親も増えた。また教

師にも変な人が増えた。破廉恥な事件を起こした

り、子どもの指導ができずにノイローゼになった

り。子どもたちが荒れるのは当然だろう。校内暴力

や学級崩壊、高校生の援助交際という売春などは一

部とはいえ、放置できない状況まできている。

3．心理的問題とコミュニケーション

　わが国はこれからどうなるのかといった未来への

漠然とした不安や、リストラや失業、就職難などに

よる生活の不安、犯罪や治安悪化にともなう社会不

安、社会変革が進まないという閉塞感などに満ちた

現在、それらは人々の心理に大きな影響を及ぼして

いる。うつ病は程度の差こそあれ、いまの日本人ほ

とんどに見られる状況であろう。自殺者が年間3万

人を越し、毎日どこかの鉄道で飛び込みがあるな

ど、まったく異常事態である。また大人のモラルが

廃れ社会全体の退廃化が著しい。大人の社会がこれ

ほどの問題を抱え、その解決策が見出せない現状で

は子どもたちがおかしくなるのは当然である。家庭

内暴力、校内暴力、不登校、陰灘ないじめ、薬物中

毒、売春、親父狩り、暴走等々。未成年の喫煙や飲

酒、万引き、深夜の繁華街の排徊、妊娠中絶、引き

こもりなどはもはや当たり前のことのようになって

いる。現在のわが国は社会の危機に直面している。

　その最大の原因は「機能不全家族」にあるといえ

よう。家族が心理的にバラバラになり、特に親子聞

のコミュニケーションが欠如している家庭が増えて

いる。社会問題になっているネットの出会いや援助

交際という名の売春行為は、従来の売春の概念と異
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なる而を持つ、、すなわち、売春することで金を得て

生活費にあてるとか、遊びに使ったりブランド品を

買ったりするという行為だけではないということ

だ。少女が相手に求めるものは金銭やセックスだけ

でなく、家庭では得られない心の交流やコミュニ

ケーションなのである。自分よりもはるかに年長

の、時には父親くらい歳の離れた相手とそういう関

係になる。家族との心の交流が希薄で満たされない

から見ず知らずの他人にそれを求める。

　アダルト・チルドレンの問題も提起されている。

アダルト・チルドレンは、本来はアルコール依存症

の親によって育てられ成長した大人という意味だ

が、わが国の場合は父親の「ワーカホリック」や母

親の「共依存」によるケースが多い。企業戦士を求

められる父親不在の家庭で母親との関係が強まり、

母親の過保護・過干渉によって育てられ、自立でき

ず社会性に欠けた子どもがアダルト・チルドレンと

なる。．一・部の母親にとって、子どもは自分のファッ

ションなのだ。プランドの洋服を着せ、髪を茶髪に

染め、ステージママそのものと化す。私立中学への

受験競争・も自分の見栄のためでもある。「公園デビ

ュー」など、子どもの問題は母親白身の問題でもあ

る。

　今の子どもたちは白己中心的であり、自分の欲求

が満たされないとすぐにキレて、それが暴力にまで

エスカレートする。その一・方でひどく傷つきやす

く、大人がこんなことで…という些細なことでも心

に痛手を受ける。したがって自己を防衛するために

白分の世界にバリアを設けて他者（家族ですら）を

立ち入らせないようにし、自分もまた他者の世界に

入っていこうとしない。当然友達との関係も常に距

離をおこうとする。しかし孤独をひどく恐れていつ

も誰かとつながっていたいから、絶えず携帯電話か



ら他愛もないメッセージを発信しまくる、相手との

関係をうまく築くことができず、また自分と特定の

相手のほかは他者を感じられない。電車やホームな

ど公共の場所で人日を気にせず激しく抱擁しキスを

するなどというのはまさにそうだ。犯罪や非行は反

社会的行動であるが、社会を理解できず枕会から逸

脱した行動を取る若者が増えている，j不登校や引き

こもりは人きな社会問題になっているが、その多く

はコミュニケーションがうまくとれないことに起因

する．．対’人関係の悩みが深刻化している．．

4．コミュニケーションの課題

　産業礼会では家族は分断され、家庭でのコミュニ

ケーションはテレビを中心になされるようになっ

た．t情報社会の今日では、インターネットや携帯電

話というデジタルコミュニケーションツールが爆発

的に1導及して、個1ル性の高いパーソナルメディアと

なった。直接而と向かってコミュニケーションをと

るのは苦手だが、ネットや携帯でゃたらにコミュニ

ケーションをとる若者が多い，、ある種の「デジタ

ル・コミニLニケーション叩毒」のようなものだ，．tこ

のような間接的コミュニケーションに頼らざるを得

ない状況になっているt：バーチャルなデジタル空問

での他人に親近感を感じ、ネット恋愛すら起こりう

るr．農業杜会では「遠くの親戚より近くの他人」だ

ったが、情報社会では「同居の家族より話のわかる

ネットの他人」なのだ。だが、親が携帯を持つよう

になって断絶していた親子間のコミュニケーション

がメールによって復活することもある，、照れくさく

て直接ばえないこともメールなら伝えられるという

のだ。それがきっかけとなって、親．r・問のコミュニ

ケーションが図れればメールも悪くない。

　ばうまでもなく、コミュニケーションは言語や文

川界の児巾と母性

字だけで成立しない。表情や身振りなど非言語の要

素がむしろ重要なのであるt、だが今の子どもはきち

んとした表現技法を体得していない／t、

　現代は、大人も了・どもも心理的にひどく追い込ま

れ、疲れている。「癒し」がブームになるのはその

表れである。11〔のブレーキやハンドルに「遊び」が

必要なように、人間の心も遊びが必要である。余裕

やゆとりといいかえてもよい，，また、　「食」は小存

の基本である，，身体的栄養をファーストフードやサ

プリメントに頼ってはならない。そして心の栄養と

して．親の愛情と人間同1・：のフェイス・ッー・フェイ

スのコミュニケーションが不可欠である。私には、

母親の愛情のこもった乎料理を家族みんなで顔をあ

わせて楽しく会話しながら食事するところにコミュ

ニケーションの原点があるように思える。家族は基

礎的社会集団であり、時代が変化しようともその社

会的機能は変わらない。

　いま、人間にとって最も大切な家族が崩壊の危機

にある，，情報社会における家族のあり力’を大人が自

分の問題として考え、努力することこそが求められ

ているのではないだろうか．，

注

1rll搬ト1会論におけるll／会変動芦1！II論でぱ、il会を鹿業中心の「農業汁会」、　Il

業中心の1． 産業杜会」，情搬・サービス1い・t・の1．十肖♪11午1二会」　と定義する．．わ

が国の年代をあて「．1めると、IY50介代までが農菜杜会、】9iκ）年代までが産

梁｛1：会、それ以ぽが1判服刊会1である．

キーワード：共依存（Co－Dependency｝

　「愛情」という大儀名分で相手を束縛すること。母親が、子

どもが目立すぺき年齢になっても週保護で子離れができず、

子どもも親離れできない。機能不全家族に見られる現象で、

このような家庭の子どもはアダルト・チルドレンになりやす

い。わが国は依存症人間が多く、甘えやもたれあいといった

依存症社会になっており、いまそれが問われている。
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対人関係能力と社会性の
獲得

現代社会のコミュニケーション

　　　　　　　　　　　　　　　わた　なべ　ひさ　こ

慶臓猷学棚科轍室轍獅渡辺久子

はじめに

　わが国の戦後の急激な社会変化は、いじめ、犯

罪、薬物中毒、拒食過食症、ひきこもりなどの子ど

もらをめぐる痛ましい事件や問｝趣を弓1き起こしてい

る。私たち大人は一体何をすべきであろうか？

　i伐｜1戦後を子どもlkti：代に生きた私たちは、敗戦の

焼け野原から黙々と国の再建に努める大人たちの姿

を見て育った。子らの幸せのために捨て身で働くこ

とを喜びとする親たちにより、私たちは白分らの存

在が大人に希望を与えていることを実感していた。

「無ければ造ろう・1と欠乏の生活の中から、今nの

繁栄した杜会を築いたのは、このような人々の共牛

の心意気と連帯のコミュニケーションであろう。現

代社会の問題を考える上でも、まず人と人とのコミ

ュニケーションについての認識を深めることが必要

である。

1．命の誕生と人のコミュニケーション

　人のコミュニケーションはどんな特性をもつので

あろう？人は針の穴ほどの小さな受精卵としてこの

阯に命を授かり、胎内から周囲とふれあいながら生

きている。エリクソンは「幼年期と社会」の中で、

心が漸成的に、全而依存の新生児期、乳児期から幼

児期、学判§j、思春期、成人期へと自立にむけて発

達するが、各段階には課題と危機があることを述べ

ている、、

　人のコミュニケーションは胎内の感覚生1舌から始

まる。胎児は胎生16週1・iには視聴覚、触覚、痛覚な

どの全感覚が機能し始める。胎児は羊水と子宮を通

して、母の心音、声やその他の外界音を聞き、母の

ぬくもりと匂いに包まれて発達する。胎動は羊水に

波を起こし、その波動は子宮壁に反射して柔らかく

白分を包み返してくる。この無条件に心地よく守ら

れ、安心感のなかで生きた胎内記憶を基盤に、誕生

後の新生児や乳児は、生き生きとしたリズムや、ふ

くよかでなめらかな刺激を好み、不規則でぎくしゃ

くした硬い刺激を嫌う。

2．生気情動と無様式知覚

　視覚、聴覚、触覚、振動覚などの末端感覚受容器

の違いを超えて、この刺激のもつ生気情動
（vitality　at’fect）、つまり人の心に訴えかけてくる

生き生きとしたリズムや抑揚、を識別するのが「無

様式知覚（amoda｜perception）」である（Slern．　D

｜985）。そこで幼児から老人までのあらゆる年代の心

のケアに、普；遍的に良いコミ；Lニケーションといえ

るものは、このように滑らかで既かな抑揚のある生

き生きとした声、表情や動きであるといえる、、

3．情動のニューロサイエンスとコミュニケーショ

　ン的音楽性

　このことは近年情動のニューロサイエンス
（affective　nem・oscience）という分野で研究されてい

る（Trevarthen．　C．　P：，　tiksepp，　J．　Schore．　A）。ビデオ

や｝芽声スペクトグラムを川いたデータの解析は、【F

期の脳が母親を中心とする養育環境からの刺激に大

きな影響を受け、環境依存性、体験依存性であるこ

とを明らかにしている。

　そして人のr・には、誕生直後から能動rl勺に人と交

流しようとする基本的意欲系（内囚性動因システム

intrinsic　molivutienal　system、　Trevartholi）があらかじ

め脳内に形成されていると考えられている。誕生約

20分後、新生児は積極的に親にあやされれば反応

し、親の「1や声の形を真似る。新生児は白ら人との

やりとりに参加し、相手の情動刺激をとりいれ対人

機能を刻々と発達させていくのである。具体的に乳

児は、母親の言葉を、まだ意味のわからない段陪か

ら、言葉の音楽的要素、つまりリズム、速度、抑
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lll／1一のLU　trいヒ母㍗1．．

揚、音程などで捉え、記憶し反応する。また母親の

表情や身振りや身体全体の動きの速度、形、なめら

かさや流れに反応し、身振りの奥にある母親の情動

の推移を鋭敏に感知し1濃別している．．t

　この1．ll・期の対人交流をTreVarthe：iとMu］］ochは1コ

ミュニケーションr1勺音楽’性（Communicative　Mt｜si－

calily）」と名づけている，．コミュニケーションtltJ．音

楽性には、①パルス（Pulse）、②音質（Quality）、③

物語（Narrarive）の3要素があり、これらを実証n勺

に解析すると、けと乳児の相一t｝1作用が幸せなもの

か、関係性障害に陥っているかを識別することがで
きる．．

4．コミュニケーションの原点

　実はこの、甲期乳幼児朋の言葉を介さない感覚的

なコミュニケーションにこそメンタルケアの原点が

ある、．障審児の発達援助から精利｜分析にいたるあら

ゆる心のケアは、実はこのような母了・相rrl作用をlli

心とする乳児の心の発連原理｝こ基づいている、、そこ

で1再期乳児期のコミュニケーションを理解すること

は、物壽わぬ自閉症児や、幻覚妄想状態にある統合

失調症の人へのかかわりの基礎研修になる．，

わいいU元の男の∫・だ」と妻を励ました，，愛する家

族を守るために行動し言葉をかけるこの父親の生き

たまごころが、妻の育児意欲と母性を奮い立たせた

のである、，この夫婦は今障害をもつわが子を幸せに

育てている。

6．照らしあう関係

　生まれたばかりの赤ちゃんは母親をじっと見つめ

ると、胎内で聞いた心音、におい、ぬくもりや声

は、このお母さんのものと感じるらしい．、母親にも

このj”は、胎内で元気に蹴り続けていたまぎれもな

いわが子という実感がある，，母．了・の絆は妊娠rl］から

育まれ、誕生後の出会いで急激に深まる、、

　ウイニコット（Winnicott．　D．　w）はiり：．親がわがr・と

ほれこみ（tnaternal　preoccuptLtion）あう幸せな母・if一の

コミュニケーションが、乳児の心の芽生えの糧であ

ると述べている。　「お［9：さんを見つめる時、赤ちゃ

んは．一二つのものを見ているvお母さんの瞳と自分を

見つめるお母さんとを」。乳児は母親の瞳に、優・し

い母親像と、母親に愛されている自己像も見てい

る，．そこから牛きることへの安心感と楽しさを実感

する自己信頼や自己評∬liが育まれると。

5．支えあう人の脳とコミュニケーション

　人の脳はどの動物よりも大きく発達する運命をも

ち、胎児の頭はまだ産道を通れるうちに未熟なまま

生み出されるc、他の動物が誕生時点で約半分」り、ヒの

脳の川路が完成しているとすると、人の赤ちゃんの

脳の回路はせいぜい四分の・の完成度であるとい
う、．

　そして脳の発逮は環境依存性、体験依存性である

ので、育児とは父母の作り出す家庭が、いわば第2

の羊水とr・宮として赤ちゃんの脳を引き継ぎ守り育

てることであるともいえるtt実際に赤ちゃんは産

湯、抱っこやカンガルーケアのような、胎内体験に

似たものが好きである。

　「人」の字は支えあいを示し、育児の基ノドも父母

の支えあいにある，、特に1）・　Liの核家族で母親のより

どころは父親であろう。ある妊婦は産科医に「赤ち

ゃんの脳に異常な孔が認められます」と告げられ

た。居合わせた夫は友を覗き込み、　「俺たちの子だ

よな」と，］’った、．不意の宣告という危機に臨み、こ

の夫は友に家族愛のメッセージをさりげなく的砿に

伝えたのである，，妻はうなずき産む決意をした，，1：：

年後の分娩に立ち会った夫は、　「お前そっくりのか

7．乳児の間主観性

　工リクソンは、乳児期の発達課題は基本的信頼

（basic　trust）の獲得、危機は不信（mistl・usOであ

るという。．後期乳児期の発達課題は自律性
（autonomy）、そして危機は恥（shalne）である。

　乳児は生後5、6週目ころには、柑．］⑳気持ちを

よく察知する，、これは「一’次問．1三観性」という

（Trevarthen，　C）。たとえば母親が無表情になる

と、すぐに乳児は「．1をとがらせ、手足をばたつか

せ、表情ゆたかなお母さんにもどそうとする。それ

がうまくいかないと諦め、日をそらしてしまう、．生

後6、7か月ころには、興昧あることを誰かと一’緒

にわかちあおうとする，。これは「二次聞・／l三観性」と

呼ばれ、「情動調律」という全身感覚で相手と波長

を合わせて響きあう楽しさを知っている，、生後9か

月に人見知りが表れ、「これ」としっかりものを指

さしできるころ、．∫一どもにはすでにプライドや白己

意識があり　‘おつむてんてん’、‘バイバイ’など自

分ができることを自慢げ’にみせるn

　このように全身で相千に心のアンテナを向けるこ

とは全盲や礫のr・にも豊かに存イliし、末端受容器障

害とは無関係である。つまり母親が乳児をかわいい
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と素朴に思える時、その‘はら’の感情は、確かに

子どもに伝わる。母親が幸せにわが子を抱きしめる

ことができると、明るい交流が白然におきる。その

意味で母親だけでなく、すべての育児、保育、療育

の現場の大人が気をつけることは、－r・どもとふれあ

う大人が、真にその子と今ここで共に生きているこ

とを楽しみ、幸せに思えることである。

8．直観的育児と育児の世代間伝達

　親にはまた、直観的育児行動（Papousek，　H）と

いう、赤ちゃんの脳の発達に最適な育児行動をとる

傾向がある。赤ちゃんに生き生きした抑揚で話か

け、目の焦点の合いやすい約20数cmの距離に顔を

近づけ、安心するリズムであやす。

　また赤ちゃんへのふれあい方は、自分が母親にし

てもらった育児を繰り返す傾向がある。抱き方やあ

やし方のまずいお母さんを批判する前に、このお母

さん白身はどんな風に育てられたのかと想像してみ

よう。　「私この子を抱いていると、赤ちゃんだった

ころの自分を抱いているみたい」と眩いた母親がい

たe

　反対に「どうしてかわからないけれど、この子を

抱くと気持ちが落着かなくなる。こわい」という母

親がいる。これは「赤ちゃん部屋のおばけ（gh（）StS

in　the　nursery）」といわれる現象で、親が乳児と．二人

きりになると、不意に言葉には表せない不安、恐

怖、己］；、ヒちに襲われることをいう。その場合しばし

ば自分の乳児期の無意識の辛い身体記憶がよみがえ

っていることが多い。たとえば母親が、自分は幼児

期に実母ににらまれて寂しかったと、葛藤をしみじ

みふりかえることができると、乳児とのふれあいを

自然に楽しめるようになるという。

9．デリケートな響きあいの世界と関係性障容

　このように母子関係は、ささいなできごとに影響

される。母親が落ち込む瞬間、乳児は敏感に緊張す

る。日本や欧米の．E業化社会の母親は孤立し孤独で

ある。産後うつ病は産後の母親の10人に1～1．34入

に発生し、乳児の発遼のゆがみや虐待や母・了・心中の

リスクにつながるので問題となっている。

　また現代の周産期は、高齢出産、国際結婚、一卜代

の妊娠などにより一’層多様である。つわり、出産の

痛みなどに不意をつかれる母親、慣れない乳児に動

揺する父親などもいる．、100人に1人の子・が不妊治

療の結果、体外受精や人工授精の生殖補助医療でノ七

8

まれている今日、その母親の多くの現実は、緊張と

不安の連続で、わが子をかわいいと思うどころでは

ない。このような誰にもいえぬ本音を私たちは社会

全体として思いやりたい。母子のためにも、川生前

から母親を支援するシステムが必要である◇小児科

では、産前から母親と顔なじみになるためにプレネ

イタルビジットを普及させようとしているt、保育園

やその他の養護施設や療育施設1よ、地域の親j’への

家庭支援センターとして、出産前の母親たちをオー

プンに迎えいれていきたい。

10．資質と環境の出会いと心の発達

　赤ちゃんは、自分を理解する人に心を開き、　・方

的にかかわる人には心を閉ざす，、フライバーグは乳

児がうるさい親や周囲の刺激から身を守るために、

視線をそらしこんこんと眠り、あるいは泣き続ける

という乳児期の防衛機制をli）「究しているeある父親

の暴力に怯えていた2歳児は、そのストレスで身

長、体重と頭囲の成長が停」ヒした。養護施設に人所

した直後から身長、体爪、頭囲はぐんと伸び始め

た。虐待やネグレクトは、不適切な刺激により過敏

な反応や防衛行動を発遼させ、脳の構造を歪めてい
く　（Panksepp．1998）c　イ呆育1童1、孝∪巳院、　養蓋莫施言支、

障害児通園施設などには、さまざまな個性やリスク

状況をもった子どもたちがくる。たとえば母親の育

児機能不全、母親の抑雀、卜代の妊娠、乳児虐待、

母子のエイズや覚醒剤中’毒、乳児の病気、死や発達

障霧なと㍉

　子どもが周囲に示す行動や感情反応をひっくるめ

た行動系（phenolype）は、その子のもって生まれ

た感性や体質を示す資質（genotype）と、養育環境

や養育体験（environtype）の出会いから生まれる

（Sameroff＆Emde）。　訓…年fも、’亡・身航：も、　学L幼）巳

期からの資質と養育環境のミスマッチの結果といえ

る。乳幼児期の今E1の幸せが、明るい未来を切り開

く。私たち大人は．・人ひとりの・了・どもの感性や資質

をよく見抜き、そのr・の発達や個性にあった生活を

川意する貴任をもつ。特に保育園、通圃施設や養滋

施設は、現代の核家族では用意できない子ども集団

の仲間遊びを保障し、対人能力と社会性の発達を促

す拠点である。

11．よちよち歩きは暴れ馬

　マーラーの分離個体化理論が示すように、再接近

期（1歳から3歳前後）は爆発的な白我発達期であ



川二界θ）児帝と「吐ヤ　．

る、、1歳’トの「いやだIlo」という自己1．：張は心の健

やかさの指標である，，乳児は、暴れ馬のような喜怒

哀楽の感情を衣現しながら、衝動や情動をコント

ロールし、集団に適応していく社会性を発達させ

る，，乳幼児だけでなく、障害児や心身症の了・どもの

治療には、この時期の葛藤のやり直しが必要であ

る，親や教師や治療者は忍耐強く」t・どもを受けとめ

る、見捨てられる不安を克服させていくn

12．幼児期の幸せは人生のQOL
　1∫・どもは大人の父なりCThe　Chi［d　is［’athe］’or

lhe　Man）｜というワズワースの詩の　・節K）、　「も

L腕白小僧を作らなければ、かしこい人間を育てあ

げることにはけっして成功しないだろう．［というル

ソーの．，操のように、目分から好奇心をもって遊び

を繰り広げる姿の中に、幼児の社会性ののびやかな

発達がある、．ノd悩川川学はtPLLIiAkあることに熱q1する

時に、脳は最もよく発遼することを明らかにしてい

る．、幼児期の課題は1モ体性（itlitiEitiVL・｝の獲得であ

るが、新しいことにチャレンジできるには、「失敗

してもいいんだよ」と包んでくれる関係が大切であ

る．

13．家族関係

　JV、トのような．1’・どもの心の発達を芝える港は家庭

である，、父IJ：がばらばらな時、子どもは安心して生

きることができない．．、健やかな育児につながる家族

機能には．：「i．1父母連合、②Ul：代境界、（ゴ）性万境界の3

つがある，．（図L）

⑪：・父』腿企：父肚が．’枚岩で了・どもを包むことをい

う．J：どもはAg・’tif・をだして111・i親に受けとめてもらえ

るが、不仲な両親では顔色を伺いvlS　’Siを隠す，

②1［㌧焙1‘：親了・のけじめを指す．．、r一どもが親の不

仲や貧困を心配しすぎず、親のご機嫌を伺わずに、

やりたいことがやれるために必要である，tt

③性差焙‘］：同竹三と親しみ、異性を尊爪すること、、

息∫・は父親と、娘は母親と同性同1：の親密な連借感

を育む。

　母親の瞳に暖かい父の存在を、父親の1瞳に優しい

けの存在を感じる時r・どもは、「素敵だな。よし私

．も大人になるぞ」と意欲を燃やし成長していける，、

（図〕．）

14．健やかな発達を支える信頼の輪

　どんなテクノロジーの発達した時代にも、心の健

やかな発達には、真心のこもった人々の心の響きあ

いと真実のコミュニケーションが必要である、t人類

は何万年も狩猟や』膓耕を営み、信頼の中で共同育児

をしてきた、，今コ：業化杜会では、地域の育児援助シ

ステムが崩壊し、家族が分断されすぎている．．i「．血

（ち）」のっながりに代わり、地域に暮らすもの匝l

l：の「地（ち）」のつながりや、育児の知忠：をわか

ちあう「知（ち．）」のつながりが大切である、1暖か

く愛され、仲間とともに生きた初期経験の幸せな思

い川はその人の心の底を川涯明るく照蠕フしつづける

であろう

る杉．幻1り，

11Erik×‘，“，巳．　1り65（’h十ldhvucl乙1〔ld　Stx・icLy．1．1《，9“r〔h　Prcss、　IA，，）【h，tl．　［Xりf｜：Uj　」：

　M．フこl

L］1，ill，kscpP．1　｜りり8　Al「1’CL－（i、．ぐ　NCul．〈）、じiL’：IL’L’；‘11c　f‘｝～｜1：di“kos：s　《）「h1‘mトm　u：Td

：‘，‘i‘1、‘、I　CI1，■li‘｝11、　 1，2ユ5【324　 （｝xt．《）r‘1　 （）nivol「sily　 I’rLtss

1：Slvrrl，　D、「1’11c　M“：her｜1n＄，、I　C‘，rls【cllutiけ，1．　N、・w　Yい1．k．BilsiL・B‘u，k、『1り05

1「「revitrthc【1』（二　｜［ltc41CrSU【li01《、bi「ilics　or　ir11』nll1、　ils　寧L’ncT．aters　I“r　tranSlllisSioll

‘，1．［：lngL”LSe　：Ld）《l　e｜IL川n’、　Il｝Thじ　Beト川vklur‘，↓jI‘IT：1：111］：1「：mLs　PPNS－176・

　L…（li【cc▲　b》．　〔）±ivcri（、層　A＿L　Zappe［冷，　N：　｜＿　NLtw　 Y‘、rk＿　｝，lcr1LII1、．　 1り83

図1．家族機能

子 子

ヤ・一・．ノ・一ド：間主観性

　「間主観性」とは、乳児が相手の感情を察知するカである、，生

まれて問もなく親があやすと、乳児はかわいがられていると

感じ、嬉しそうに反応する。これを「一次間主観性」という。

生後8か月頃、相手と同じ物への興味を分かぢあう形になる

と「二次間主観性」と呼「まれる。相手に心のアンテナを「司け

る間主観性1ま、全盲や聾rdiど障酉児にも当がに存在し、大人

がその子をかわいいと思う時にはその感情はκ実に子どbに

伝わる。
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歪んだコミュニケー’
一児竃虐待問題から、親子間、援助者間の歪みを考える

集
ンヨン現代社会。。ミ。．ヶ一。。ン

　　　　　　　　　　　　　　　　　ます　ざわ　　　たかし
子どもの虹繍研修セ・ター研郷長増沢　高

1．児童虐待が社会的問題化した背景にあるもの

　児童虐待は今に始まったことでないことはこ『うま

でもないc間引き、人身売買、児‘‘i∫：就労など虐待の

歴史は古くからある。しかしこの5、6年のこの問

題に対する社会の反応は、近代型の児童虐待が新し

く発生した、あるいは近年になって急増したといっ

た受け1ヒめをしている印象である。はたしてそうだ

ろうかと考えていた折りに、、フ1花隆が1973年の文娯

春秋1月号に掲載した「子殺しの未来学」というタ

イトルの論考を手に人れた、、これはf’どもを殺して

しまう親について考察したものだが、その中に執筆

1トの1か月間に新聞報道された虐待｝1∫件が列挙され

ているL．それを読んで驚いたのは、その数と内容で

ある。1か月閥だけで7件が報道され、「産まれた

赤’r一を窒息死させ石膏詰めにした」「3歳と2歳の］：

を玄関を釘付けにして監禁し、親は外で4日問遊び

続けた」13歳の一r一を泣きやまないからと、おしめを

口に押し込むなどして窒息死させた」など、今口起

こっている・事件かと［を疑いたくなるような内容で

ある。1972年といえば、高度経済成長時代の終わり

かけであるが、当時今ほどに大きな社会的問題には

至らなかった。児童虐待問題に対’する社会の取り組

みはここ数年で大きく変わった。児童相ii炎所は積極

的に介人するようになり、家庭裁†lj所への28条事f牛

の申しiZて件数も急増した．。2000年には児竜虐待防

止法が施行されるに至っている。30年前の当1時、な

ぜ社会問題、国家の問題として今ほどに受け止めら

れなかったのだろうか。そこにはさまざまな背景が

あろうが、筆者は2点のことが頭に浮んでくる。

　一・つに了一どもの権利に対する意識の向まりであ

る。わが国では1994年に国連の」t’どもの権利条約が

批准された。マスコミはこのことを大きく取り．ヒげ

た。児童虐待に対するそれまでのNPOの積極的な

活動も重なって、」t・どもの権利擁護に対する新しい

潮流が生じたと言えよう、、児苗：相談所の家庭内虐待

に対する介人は、∬1；市部を中心に不▲そ極的になり、こ

の頃から児童虐待の受理件数は右肩上がりに推移す

る。女性の権利意識も高まり、2001年にはDV法が

施行されるが、、Z場の弱いものに対する人権、被害

者の人権といったことが盛んに取りヒけ’られるよう

になった。それまで家庭内で起こっている悲惨な事

態に対して分かっていても放置してきた社会のあり

方が、こうした流れによって大きく進歩したと言う

ことができよう。

　もう　’つは、進歩とは逆の方向と筆者が考えてい

る側而である。帽ヒ氏の論考ではr・ども同1’：の殺人

にも1三「及され、1司じように事件を列挙している、，

「小1の子が4歳の男児を殴り、逃げたところを裸

にし、満に落として死なせた」「T．1．12の男児が7歳

の女児にいたずらしようとして尖敗、1ζrを絞めて殺

した」「小5の男児が、自分に砂をかけたのに腹を立

てて、マンションの屋上に連れ込んで殴り、蹴り、
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さらに裸にして殴り、ついに殺した」などだが、こ

れを読んで、先の長崎で起きた事件などが頭をよぎ

った、、少年事件が起きるたびに今の」t・どもは云々な

どと議諭されるが、同じようなことが30年前にも起

こっていたのである．これらの事件が今起きたらど

うだろう、、マスコミは連llのこ’とくこぞって取り上

げ大騒ぎに違いない。まさにこの点が30年前と異な

るように思う，、人騒ぎの裏にある社会感情は「起き

るはずのないこと、あるはずのないことが起きた」

という驚きと不安である。こうした感情が30年前に

比べずっと過敏になっているように思う。

　近代日本は合理化、効率化された祉会を目指し

た。拓ll市はその象徴である，、常に快適な状態を求

め、その逆に想定されていないことが生ずるとたち

まち不安と混乱に陥ってしまう。そして都市は自然

や人的災害も含めすべてを制御しようと、管理を強

め、危険や迷惑な因イ・を排除しようとする。都巾の

学校のグラウンドは砂埃がたつと1撒’1；情が来る。それ

でラバーなどで覆ってしまった学校があるが、竿・者

のような田舎者からすると不思議でならない、、都市

生活は人の心に受け人れられないものを増やしてい

く、行く末は潔癖強迫のアレルギー杜会ではないか

と思う、、少年事件も受け人れられないものの．一・つで

あろう，，r一どもの権利擁護をいいながら、　r一どもへ

の管理化、非行少年への厳罰化が叫ばれる矛盾はこ

こにあるように思う、、児童虐待も同↓，kの側面があ

る、社会は少f・化を憂い、そのための∫・育て支援が

大切だと親をいたわりながら、虐待した親に対して

の杜会の目はたいそう冷たい。あってはならない親

なのである，，こうした矛盾が子育てをする親を不安

にさせている。

2．高ストレス下の子育て

　∫・どもの発達は、養育者から始まる、人との豊か

lll界の児巾と肚性

な相η：作用を通してゆっくりと進む過程である。い

くら効率的で合理的な了・育て商《lf｜が開発されたとし

ても、了・どもの育ちは効率n勺、合理的に進まないの

が普通で、r想もできないことが生じたり、思うよ

うに行かないのが了・育てである。それゆえ．r育てに

は動揺と悩みがつきものである。近代社会は令理性

と効率性が優先される。近代社会の教育は一’つの11｛

解をいかに早く導き出すかが屯要であることを教え

るLS高度成長川…代以降、受験i伐争、偏差値偏lf；．、学

習塾の隆盛に象徴されるように、こうした流れは加

速化した。現在の親たちはこうした環境で育ってい

る。しかし人の営みにすべてtピしい解答があるわけ

ではない。直而したli果題に対’して、複数の解答があ

る場合もあれば、全く答えが見いだせないものもあ

ろう、、心の悩みもそうした類のもので、悩みをうち

明けられて、明解なアドバイスをしようとしても、

当人に額いてもらえないことのほうがずっと多い，、

実際、悩みに悩み抜いている人にそう簡｝削こ的確な

アドバイスなどあるはずがない。むしろ語る言葉に

じっくりと耳を傾け、悩みを共に抱えたり、悩む心

に寄り添うことのほうがずっと重要であろう。それ

ができる大人は少ない。そのことの大切さを充分に

学んでいない、．また情報化杜会は人を加速度的に忙

しくさせ、そのために必要な心の余裕を失わせてい

る。こうして現代の大人達は、悩みを抱えることが

大変なo、’1痛であり、大きなストレスとなってしま

う、、しかし子育ては悩みの連続である。育児書を頼

って情報収集しても、明解な答えが見いだせず、ま

た成長と共に新たなとまどいが生じるもので、子育

ての悩みはつきない。このことが大きなストレスと

なる。悩む親を支えるサポーターは絶対に必要であ

る、，しかし核家族化、地域性の崩壊はサポートを得

る機会を少なくさせるし、少」’・化礼会は、親同1’rが

支え合う機会を少なくさせる，、子育て支援の大切さ
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を声高に叫んでも、働く父親の帰宅ll寺問は変わらず

に遅い，，こうして育児をする親は孤立し、高ストレ

スの中で、子どもと向き合い続けなければならな

い。テレビや雑誌から流れる情報は楽しげで、世の

中は誘惑的な刺激で満ちている。ますますストレス

がたまる。

　了・どもはかわいいばかりではないt）迷惑なことや

腹立たしいことも盛んにするのも普通である。余裕

のない大人は、行動を受け入れられず、そうさせな

いように制御しようとするか見ないように放ってお

くかのどちらかに傾斜しやすい。親の孤立、経済的

困窮、夫婦間の不調、不安を抱きやすい性格、人格

の未熟さなどいくつかの要素が重なった場合、これ

らが親から子への過激な支配か冷酷な排除という虐

待行為に至る可能性を高めてしまう。親子の密着し

た関係の中で、大人の都合で不相応な行動が要求さ

れ、失敗には容赦ないイ1：打ちを受け、萎縮し、さま

ざまな人格形成上の問題を孕みながら生き延びた子・

や、まるで関知せず放っておかれ、食事も不充分で

親．r・の心を通わされることなく、心身の発達を阻害

されながらも何とか生きぬいた子が児麸福祉の現場

では決して少なくない。こうした子ども達は、生き

るうえで一・番大切な人と人との温かい絆の感覚が断

ち切れたまま年齢を重ねている。

3．救われる体験の乏しい被虐待児

　児童福祉施設に入所する被虐待児の過去は、出1ヒ

早期から繰り返しの日常化された外傷の歴史である

場介が多い。外傷とは対処不能な衝撃的休験を指

す。被∫、尉寺体験もその一．’つである。ただそもそも乳

幼児にとって、外界は理解不能の不快な刺激に満ち

た脅威の世界と言っても過言ではない。いつもより

外出時間が延びたり、見知らぬ入や場に触れた後

に、急に躁状態になったり、夜泣きや夜驚が始まっ
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たなどは、子育てした親なら身近に感じることであ

る。親は失調からの回復を願い、抱っこし、あやし、

なだめることで乳幼児は落ち着きを取り戻してい

く。子どもの育ちとは、外界とのかかわりで傷つい

た心身が癒され回復される、いわば「救われる体験」

の連続である。それによって．］：・どもの心は外界に順

応、適応しつつ、成長、強化されていくものであろ

う。救いの手は、親から保育園、学校などへと次第

に広がっていく。そう考えると、人は．一’生救われな

がら生きていく存在であるとつくづく思う。被虐待

児と健康に育った子との違いは「救われる体験」の

圧倒的な差にあると言えよう。早期からの虐待を受

けていたとしても、家族外の人々の川会いによって

「救われる体験」を積むことで、回復、成長した子

は多い。しかし、被虐待児の叩には、彼らの不適1芯

行動ゆえに、地域や学校などでも排除されやすく、

「救われる体験」の機会を失いがちな子が多いのも

事：実である。

　児童福祉現場において虐待に至った親とかかわる

とき、援助を受ける動機が低く拒否感の強い親が少

なくない。その生いたちを見ると幼少期から劣悪な

環境で生き、養育者から信頼の絆をもらうことが乏

しかった親たちがほとんどである。さらに地域や学

校などで嫌われ、排除されるなどで孤立した生き方

を余儀なくされた方々である。虐待の世代間連鎖が

よく話題になるが、この問題はその人が生きた家庭

のみに還元される問題ではない白地域社会が彼らに

どのような対応をしたかが同時に問われる問題でも

ある。「救われる体験」があってはじめて、困った

ときに人に相談し、頼る心が芽生えるのである。

4．援助者の連携と協働のむずかしさ

　先述したように、近年になって児童虐待に対して

児童相談所を11｜心に積極的に介入するようになっ



た、，しかし家庭への介入は簡単ではない。また虐待

を受けた子どもの心身の阻害は前く、回復にむけた

治療的援助もまた簡単ではなし㌔対応は　・人の援助

者、　’つの機関でできるものではない，、そのため

チームアプローチの亜要性が唱えられている、、思え

ばかつてこれほど多職種、多機関の関∫ゴ・を必要とす

る了・どもの問題はなかったといっても過言ではな

い．、福祉、保健、1袋療、法律、ri］法、教育など実に

多くの分野が関与している、，しかし’方でこの連

携、協働が極めてむずかしいのも事実である、，近代

社会は、研究の追求や業務の効率的、合理的遂行の

ために・川“1分化が進んだ行政の縦割｝，もその・つ

である．，ところが㌧I」〔川領域で固まり、そこでしか通

じない．言菓、概念、TMi値観、万法論、組織諭の構築

が他領域とf：を糺むことをむずかしくさせた．、、その

結果、驚くほどの他分野への別解のできなさ、また

その逆の伝えられなさ、なわばり争・い、排他的批

判、押し付け合いなど弊審をあげだしたらきりがな

い、、連携と協働にはこうした壁を越えなければなら

ない、，そのためには他分野の英知を尊屯、吸収しよ

うとし、ド．1分の専門分野や所属する機関の理論や方

法論、技法を改めて整理、批判し、修tl’：’しようとす

る姿勢が不1‘∫欠であろうc，

　被虐待児やその親への対応、援助には相当の困飾

が伴う、．そのためかかわる援助者の心の中に嫌悪

感、恐怖感、無力感そして手1．1否感などが抱かれやす

く、チームにおいてはこれらが援助者同t：や機関同

f：の相り1批判や攻魑のきっかけとなり、充分に逃携

の取れたチームでないと相．lllに不信感や被：i泌をr’、’ll

めてしまう。屯い被虐待児は仲の悪い関係を生き抜

いてきている。こうした連携の歪みに鋭く反応して

さまざまな訴えをしがちで’ある，，このことがチーム

の歪みの拡大につながっていく．．，虐待を受けた親十

にありがちな被害的な訴えに援助者が吟味なく．乗り

ll｜7Y’d）LE巾：ヒ1；♪ヤ1．

すぎて行動すると、糸ilむべき他の援助者や機1周との

述携や協働において致命的な支障へとつながる場合

がある白支障を来した関係は、情服の流れを1ヒめ、

援助者と被援助者との団了・のような逃れられない関

係を形成させやすく、このことが問題のさらなる悠

化へと導いていく。

5．まとめ

　児童虐待は、排除、疎外、孤立と深い関係を持っ

た病理と考える。虐待状況にある家族への地域杜会

のまなざしは冷たく、家庭の叩で培われるべき親r・

の絆は悲しいほど薄い，、　・ノ∫援助する側を考えてみ

ても、チームアブローチの必要性をいいながら、専

門分野、専門機関同lrのつながりはといえば、それ

もまた希薄であるnこれらは近代化、都市化の社会

で表裏の関係にあるように思㍉、根底にあるのは受

け人れ困難なものに対する排他、排除する心の狭さ

である、．人と人がつながり、旦いを受け止めるに

は、心の余裕と懐の人きさが必要となる，．児童虐待

問題は現代人の心の器のありようを問うているよう

に思えてならない，，人問は、共につながり、集団と

なることで進化してきた。あらためて人と人がつな

がることの意昧を真剣に考え直さねばならない時が

来ているように思う．，

引川・’熔ぢ．文］w、

．川：｛Eln“P73）：rl㌦殺「，の椙c〆捌U羅｛火川り．．11（］一閣，

㌧z．州沢11．’：：（2（）0：〉‘：「被虐侍児のIPttlehにおける・，．一ムのがみと修街1　r．ども

　∫‘L’〒芋と守・グレット5　（S’．　L6↓．i．175，

．3．．十llf莫、ちり，み、　’∫・Nζ菱、　7｝↓．iH「．r．　C：）〔X｝3）　：「L巳巾1，Rf．Ψによる↓ピ亡a）ソミ《，．髭i

　J’．．こ．も㌧りftt：ヒ’i’ク』レクト5　｛X1．　［・11　1ぷ），

キーワート’：「子殺し」

　親による「子殺し」は江戸時代の「間引き」など古くから

ある。貧困という経済的理由が多かったという。現代におい

ても子殺しは存ffするが、経済的理由ばかりでなく、親の孤

立、育児不安、子育ての拒否などがあげられる。相模ら（2003）

は、平成12年に行われた児童虐待全国実態調萱（小林登．厚

生労働科学研究）から死亡事例を取り上げ、年間の虐待死発

生件数が180人であることを推定し、さらに3歳児以下が顕著

に多いことを指摘した：。
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家庭内のコミ
ョン

ユニケーシ

集
・

現代社会のコミュニケーション

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たか　やま　しず　こ
地域ぐるみの子育てをすすめるひだまりの会高山静子

はじめに

　私は、7年前から地域で子育て家庭の支援を行っ

ている。主な活助は、乳幼児親子を対象とした子育

てサロンの運営と推進である。

　親たちと共に活動を始めて気づいたことは、親が

jt’どもに、乳児期の早期から、テレビやビデオを長

時聞視聴させていることであった、、自宅を訪れる

と、2歳の子ども川に、ビデオが1’数本並んでいる

家庭も少なくなかった。

　」㌧育てサロンという現場から垣聞見える現代家庭

のコミュニケーションと、乳幼児のメディア視聴の

現状について1lFいてみたいと思う。

1．電子ベビーシッターに育てられる乳幼児

　NPO「Fどもとメディア」では、2002年に乳幼

児のメディア視聴の現状について調査を行った。

　10か∫1乳児では77％の親がf・どもにテレビやビデ

オを視聴させており、乳児期のi，？．期からビデオやテ

レビを見せるという育児行動が・般化していること

がわか〆）た。

　この調査では、乳幼児に長11寺問視聴させている実

態も明らかになった。4か月、1〔」か月で1口に5時

間以上視聴している乳児は約5％おり、10か月乳児

の最高視聴時間は10時間であった。．1

　アメリカ小児科医学会では、テレビやビデオによ

る子守を「電．］tベビーシッター」と呼び、2歳まで

のテレビ視聴を避けるように親に助言すべきだと勧

告している。しかし、日本では・部の小児科医が危

険性を訴え始めたばかりであり、IIり明化と長時間化

がすすむ傾向にあるe

　公共放送では、朝夕を中心に長時間、乳幼児向け

番組を放映している。ビデオが家庭に普及し、育児

雑誌では、乳幼児向けビデオの宣伝が行われるn各

家庭には早期教育ビデオの訪問販売も訪れる。

　このような育児環境のなかで、教育テレビやビデ

オを見せれば子どもの発達に良いのではないかと考

え、乳児期からビデオやテレビを視聴させる親が増

えている。また家事をする間、おんぶや抱っこをす

る代わりにビデオやテレビを見せる。高額のビデオ

教材’を眺人し、教育的意図を持って視IPEI｝させている

場合には、より長時間の視聴が，17iRTIされる、、

2．人とかかわれない子どもたち

　子どもは、テレビを見ている則、環境や人とかか

わる機会を癖われる。乳児がコミュニケーションを

獲得するには、相∬交渉が必要である、，しかし、テ

レビは応答的ではなく、やりとりはできない。テレ

ビは、予どもの発声や動きを無視し続ける。テレピ

に映る人と子どもの問には情緒的な交流もない。－r一

どもが「テレビに映る人」を見るという行為は、人

間とのコミュニケーションとは、全く異質である，，

　子どもは、その環境に合わせて心と体を形成す
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る、．乳児期から長時間視聴し、テレビUlll而という特

殊な刺激に合わせて形成された心と体は、牛身の人

間とコミコ、ニケーシnンすることができるのだろう

か，、

　私は、乳幼児親子とつきあい始めて20年になる

が、ここ数年の問に、人とのコミュニケーションに

課題を抱えた幼児と、頻繁に川会うようになってき

ている．、例えば「視線が合わない」、「あやしても笑

わない」、「気持ちが通じない」、「他の一∫・どもをこわ

がる」などであるu

　Aちゃんは2歳の女のJ”であるtt誰もいない時閥

にサロンにやってきて遊んでいるが、他のr・がサロ

ンにきたとたん、Aちゃんはその場に硬直してしま

う、．他のJ’一どもがそばによると、頬をピクピクと引

きつらせ全身を震わせて動かなくなる。何度サロン

にきても慣れる様r・がなかったために口宅で」乏時間

見ているビデオを「試しに」消すように促したとこ

ろ、　・月後の同日、　・変して表情が現れた。他の・r一

と遊ぶAちゃんを見て、他の親たちも「． 本当に同じ

Aちゃんなの．1と驚いていたn

　Aちゃんには、両親と二人の姉がいた、，Aちゃん

は、姉達が学校や幼稚園に行っている川、テレビを

相千に自宅で過ごしていた。姉達が帰ってきてから

も、姉妹はビデオを見て過ごしていた。

　Aちゃんのケースでわかることは、家庭に両親や

兄弟姉妹がいても、家庭内でコミュニケーシコンが

行われているとは限らないということである，、情緒

的なまじわりや、確かなかかわりがない場合、母親

は、r・どもにとって、食「∬をtiえてくれ川：話をして

くれる人であり、兄弟姉妹は、よくそばにいる慣れ

た存在でしかないのかもしれないt）

　母親が専業．直婦で家庭にいても、子どもは．親とか

かわる時間よりも、テレビを見るll■問が長い場合力ご

ある。兄弟がいてもそれぞれが携帯ゲームに興じて

肚界の児童と母刊．

いれば、人間関係の経験は・人っ．．r一と変わりがない，、

　現代家庭のコミュニケーションの揃は、家族のそ

れぞれが映像メディアと向き合う11’t］…問と、反比例の

関係にあるのではないだろうか。

3．わが子とかかわる体験が少ない親

　乳幼児へのテレビ・ビデオ視聴が・般化するにつ

れ、「テレビを見せていないと家’1・Fができない」、

「テレビを見せなかったら、Jiどもと家でどうすご

せばいいのかわからない」という声も増えている。

　育児は学習性のものであるtt大人は、赤ちゃんが

泣きだすたびに抱きヒげてあやし、試行錯誤を繰り

返して、了・どもとのかかわり方を学んでいく、，

　また’r一どもは・人ひとり違う。実際にr・どもとか

かわる経験によって、その子の性質を知り、そのJ’一

に合ったかかわりを獲得する。そのなかで、次第に

f一どもの表情やV南語の意味を理解し、子どもの動き

を推測し、行動を見三δ：り、適切な距離感をもつこと

ができるようになっていく，，

　しかし、今の育児では赤ちゃんを泣きII：ませるた

めに、ビデオやCD、おしゃぶり、乳児川菓r・な

ど、さまざまな商品を使川する、、テレビにf’守をし

てもらい、商品に1「・どもをなだめてもらえばもらう

ほど、親自身のかかわる力はつかないままとなって

しまう。

　家島厚（茨城県立こと“も福祉医療センター長）

は、乳児期からのテレビ漬けに警錨を鳴らす・人で

ある。家島医師は乳児期からのテレビに依存した育

児を「テレビ・ビデオ育児症候群」と名づけた。そ

れにより、．f’どもも親も、お互いに日を合わせて共

感しあう体験が乏しくなり、人と共感できない子ど

もと、r一どもとうまくかかわることができない親を

生み出すことを指摘している，，特に、テレビ育児を

行うと．親が親になれないという家島氏の指摘は、親
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子のかかわりを見るサロンでも実感しているところ

である。

4．見よう見まねでかかわりを学ぶ親たち

　子どもとのかかわりを知るには、学習が必要であ

る，、親は、赤ちゃんを産めば、自動的に情緒的なま

じわりをもてるようになるわけではない。乳児をも

つ親は「どうやって話しかければよいか、あやせば

よいかわからない」と訴える。それまでの職業生活

によって、感情を表現しないことが習慣化し、情緒

的なまじわりが苦手になっている場合もある。

　自分では、子どもを喜ぱすことができないという

不安が、テレビで刺激を与えようという行動にもつ

ながっていく。

　サロンでスタッフが赤ちゃんに「○○ちゃあん」

と優しく声をかける。それを見ていた親は、「そう

やって赤ちゃんってあやすのですね」と、真似をし

て何度もあやしはじめるc，そして「ああ笑った、笑

った」と、うれしそうにしている．あやせないと悩

む親も、見れば真似ができる入がほとんどである。

　幼児期になっても、他の親子のかかわりを見るこ

とと、わずかな援助によって、感情を表現できるよ

うになり、関係を作り直していく親子も少なくない。

　自然な遊びの場であるサロンでは、家庭内の関係

がそのまま現われる。つながりができている親子の

場合、r・どもが親から離れて遊んでいても、視線の

先には親がいる。また、親の視線をたどると子ども

がわかる。しかし、つながりが弱い親子の場合、親

は．r・どもの姿を目で追わず、子どもは転んでも友達

とトラブルになっても、親のところへ戻っていかな

いため、親子がわかりにくい。

　Fさんの2歳になる子どもも、親を振り返らなか

った。Fさんはサロンで子どもが何をしても止める

ことがなかった。食事も睡眠も、自］三性が大切であ

16

ると、食べたいものだけを食べさせ、自分から眠る

と言い出すまで待つという育児を行っていた。

　ところが、Fさんはサロンに通うにつれ、他の人

の食事のさせ方を見て、r一どもにはしつけが必要な

のかと悩みはじめた。他の親にも、よくしつけのこ

とを尋ねていた．．、スタッフは悩みに答える形で通信

に特集を組んだ。

　Fさんは、次第に子どもに座って食事をさせるよ

うになり、夜、寝かしつけるようになった。サロン

でも、了・どもを止めて目を見て話をするFさんと、

｝どもが泣く姿を見るようになった。またj”ども

は、困ったことがあると、Fさんの元へ戻るように

もなった。子どもにとってのFさんは、空気のよう

な母親から、確かな存在に変わったようだった。F

さんも、「子どもがよくわかるようになった」、「子

どもの表情が．豊かになった」と感想を残した。

5．広がる育児放棄

　親は子どもを愛している。子どものためになるの

なら、さまざまなことを行ってみようとする。

　問題は、子どもを愛し、きちんと了・育てをしたい

と望んでいる親たちが、子育て文化の伝承と、児よ

う見まねで子育てをする環境がないために、斜1果的

に育児放棄になりがちであるということである。

　サロンで実感しているのは、ネグレクト（放任）

のボーダーライン層が広がっているということであ

る。食事を三食食べさせない。必要な睡ll民をとらせ

ない。ビデオに長時間」こ守をさせる。散歩や外遊び

に連れ出さない。社会で生きるために必要なしつけ

をしない。このような育児の放棄が、－t部の特別な

親だけの問題ではなくなっている。学歴もあり、他

のことには常識豊かな人が、育児だけがわからず、

子どもの育ちに最低限必要な食事や睡眠さえ、満足

にとらせてやることができないという現実がある。



　1映像メディア漬け、夜更かし、食事抜きなど、不

健康な生活が広がっている、，このような家庭牛活の

乱れは、了・どもに悪影響を及ぽすだけではなく、大

人ド1身を無気力化させ、育児の千抜きを生み出して

いるように思う／）

　コミュニケーションは、めんどうなものである、．

気VJのない大人が増えるとき、親にあやされ、おん

ぶされる赤ん坊は減り、しっかりと叱られ、抱きし

められるPどもが減っていくのではないだろうか．，

6．乳児期からの関係支援

　しかし、このような生活の荒れを改善するきっか

けも、また」”育てである場合も多い。．親は、適切な

支援があれば、r・どものために生活を変える、．その

ために、次の1つの支援が必要だと考えている．．

　　’つは、地域に親J’・の川場所をつくることであ

る，、1．つどいの広場1や．1㌧育てサロン、児恒福祉施

設・教育施設の園庭・施設lll・1放など、多様な居場所

ができ、そこに育児文化を伝承し、生活全体を．支援

する姿勢をもった支援者がいれば、親は、身近なモ

デルを見ながら、見よう見まねでr・どもとのかかわ

りと生活を学ぶことができる．：

　：つ川は、家庭から川てヒ述したような地域のhi．］．

場所へ向かう動機づけであ塩、メデfア漬け育児の

危険性と、了・どもを人と遊びのなかで育てる必要性

を親に知らせ、「ノーテレビデー」など、大人白身

が1映像メディアから離れるきっかけをつくる収り糸ll．

みが必要である、t

　親1々・の居場所をどれだけ：整備しても、親がそこに

出ていく必要性を感じなければ、eJl　・ltlした状態は続

く、，メディア漬け育児に対処をせずに、地域の斤㌣場

所を勧めるのは、∫・どもに満腹になるお菓1：を食べ

させながら、「ご飯を食べなさい」とIiつようなもの

である。居場所づくりと、親が家から出る動機づけ

世界σ）児lw：ヒ｜チ寸’1：

は、車の両輪のようにどちらも大切であるc．

おわりに

　家庭内のコミュニケーションの問題は、親の「心

理の問題」と捉えられがちである、、しかし育児支援

を行う現場の立場から、家庭内のコミュニケーショ

ンの問題を、「生活の問題」としてill「かせていただい

たtt

　現在育児支援では、親の心理的安定をいかに促す

かということが関心を1呼んでいる，，しかし、「．丁・ど

もに良い刺激を与えよう」　と、意図的にビデオを長

時間視聴させている場介には、親の心迎的支援を行

っても、それが親r・のコミュニケーションを促進す

ることにはつながらなし㌧また、親が個として安’定

しても、関係に必要なスキルを持っていなければ、

イ・どもとの関係をつくることはできない、、

　携帯電訴、パソコン、幼児用ゲーム機などの新し

い電∫・メディアが家庭に普及し、親と］tの孤立は、

ますます進む11∫能性がある、、今、すべての親了・に対

して、生活支援の視点を持って、その仕組みを考え

る時期にきているように思う、．

il：

tIl才L幻ル巳．ヒ　メデf　ア｝見1［巴C二1廻’ナ．X、．i．ンう『一ト」2（X尼tl「10Jl’1｛Jith、ト吊［洞‘li－c－、

　保健隔日七ンク・一や医飾の協力を1［1て、．iかJl・10か11・1歳」卜帝E診の

　際に才L幼児の；．〆rブ’規聴の視状にイ八Lて調吉を行一，た　4力・月・］歳

　．1」は郵送による［II［答であi．）．｜0か）1は医n‘liに、ltる1－」き取1・」渕介である．

　テレビとビデイ．の悦聴時間については．「つけている時川1と［見せてい

　る1時1川1を分け’CNf．！在を行’）た　二こにあlrた数字1よ戊1L｝ばデーケに仁る

参杉幻u、

‘1‘fYs！ru：：‡ドdしt’L、1’・．1「｛1たt，］　i‘li’JI「il「｛エトL　P，・　 打u／Nt［りiトt、　 L）（H）3

パ「i“．と．もとメデrγ　いi人人ノごちがな．）・．＼き．ニヒは」i”と「もとメデfア

　｜rJト　’PtL　

ジ
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フ
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（
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　キーリード：ノーテレビデー

　　アメリカで1995年に始まった「TV－Turn　aff　Week」は20e2

　年には600万人が参加する活動となっている。「ノーテレビ

　デー」は、「ひと月に一日テレビを消そう」という取り組み

　で、NPO「子どもとメティア」が2000年4月に福岡県浮羽
　郡の保育所18圃を対象に始めた。テレビを消すことで、家族

　の会話や、一緒に遊ぷ時間が増えたことなどが報告ざれてい

　る。今、このような蓮動が自治体やさまざまな団体に広がっ

　ている。
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子ども集団での
コミュニケーション

集
現代社会のコミュニケーシ∋ン

　　　　　　　　　　　　　二　やま　かず　ひろ

学麟鷲麟鶴顯霊小山一宏

1．ちょっと気になる子ども達の姿

　時代の変遷と共に、杜会現象等がさまざまに変化

してきている。その一・つが、子どもの生活形態や生

活内容である。よく指摘されることであるが高度経

済成長が始まる年代頃までの子どもの生活には、い

わゆる「遊び」があり、家庭内にあっても、地域に

あっても子ども同十のかかわりが強く見られた。当

時は、きょうだいも多く隣り近所の子ども達が集団

で遊ぶ姿がごく普通に見られた。このような子ども

同上がかかわって遊ぶ中でコミュニケーションがト

分に交わされ、また、異年齢の子ども達の集団が自

然に作られていたものである。

　しかし、最近のr・ども達は、核家族化、少子化の

影響を受けてきょうだいが少なく、少ない子どもを

優秀に育てたいという親の要求によって習い事や学

習塾などの過熱から遊びたくても遊ぶ11寺閲がない、

また、そのような環境の子ども達の増加によって友

達と遊びたくても近所に遊ぶ友遼がいない、さらに、

遊びたくても遊ぶ場所がない、結果的に幼いときか

ら自由な遊びの体験が少ないために遊びの本当の楽

しさifii白さを知らない子・が多くなり、したがって

「遊ばない、遊べない、遊びを知らない子ども達」

が多くなったと言われるようになってきた。子ども

1司］：が直接触れ合って遊ぶ体験が少ないということ

は、子ども同」：のコミュニケーションの機会が減少

していることを意味している。

　遊ぶ時間がない、遊ぶ友達がいない、自山に遊ぶ

場所がないという状態にある了・どもであっても、最

近はコンピューターゲームを使ったりビデオを見た

りして、自分の好きな時間帯に、自分の部屋で、友

達ではなく機械を相手に自由に遊ぶことができるよ

うになってきた。いわゆる友迷との直接的な触れあ

いやコミュニケーションを必要としなくなっている

］：どもが増えているといえるのではないだろうか。

　また、数人の・了・ども達がコンピューターゲームを

行っている場合でも、その遊び方を見ていると個々

に交代しながら自分の番になるとゲームに熱中し、

他の子とのかかわりゃ有機的な会話がみられない。

ただひたすらゲームに夢1トになっているだけであ

る。他のr一は、その∫・が終わるまで単にそれを見て

いたり漫両を読んでいたりしているだけという光激

がしばしば見られる、、この時のr一ども達は物理的に

は一か所に集まって、一’緒に傍にいるので一・見かか

わりがあるように見えるけれども、．∫・ども同士の社

会的なかかわりがない状態なのである。この子ども

達の目的はコンピューターゲームであって友達同士

のかかわりではないのである。人間関係の希薄化

が、すでに’ j”ども1時代から生起しているのである，、

　そして、個々の子ども達は、現実の生活空閲では

なくゲームの中の仮想空間で生i舌し、現実の人間と

のコミュニケーションではなくゲームの中の登場者

との無言のコミュニケーションを行っていると考え
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られる。ゲームの中は非現実的な想像ヒのlll：界であ

り、ゲームという性質上、勝負を競・）たり、時間を

競ったりするものがほとんどである。じっくり考え

て行動する内容のものは少なく直感l／1勺に行動するも

のが多い，

　このような小身の人間を相］三にしない孤独な活動

を繰り返しているr一ども達が、「1分の思うように物

事が進まない事態や何らかの圧力を感じたりする

と、引：会的適応能力の未熟さの中で、相手とのコミ

ュニケーション抜きで「むかついて、キレて、攻撃

行動を起こす」という直線的な感1情行動を起こすこ

とになるのではないだろうか、、これが、放近のf’ど

もたちの杜会的、教育rl勺課題となっているコミュニ

ケーションのない直線的な暴力行為の・因となって

いると考えられるのであるtt，

2．少子社会と子どものコミュニケーション

　少．．j”化によって、家庭内における「きょうだい関

係」の交わり、コミュニケーションも極めて少なく

なってきている．、たとえば、　・人っr・の場介は家庭

内におけるきょうだい1刻係、すなわち了・ども同トの

かかわりは全くない。　：人きょうだい（第・－f・Aと

第：rB）の場合は、　AとBとの関係ができるが一’

通りだけである、　三人きょうだい（A、B、　C）の

」易令は、AとB、BとC、AとC、AB対C、BC

対A、AC対B、二人’緒に遊ぶというように7通

りの」～↓年齢によるきょうだい関係が生じる．

　コミュニケーション能力は、他の機能の発達と同

じように∫・ども本人の直接体験の繰り返しによって

発達するものである，．乳幼児期からの親∫・間あるい

は養育者との問の、さらにはきょうだい関係や友遼

との人間関係によるコミュニケーションの「有無、

質、i．，1：」の迎いによって発達に違いが出てくるt、き

ょうだいが存在しない、あるいは、少ないというこ

世界の児帝と肚性

とは、家庭内における．Fども同・irのかかわりがない

か少ないことを意味する，．．］「・ども同ヒの触れあい体

験によって発遠する社会的適応能力やコミュニケー

ション能力に少なからず悪い影響が出ることが考え

られるのである。

　少．∫・杜会にあっては、家庭内においては大人との

関係が中心であるので、家庭以外の場における了・ど

もの活動の場を碓保しなければ、f・ども同1：による

かかわりが極めて少なくなってしまうことになる。

保育所、幼稚園、学校等に通うようになれば、その

環境の中で組織立った了ども集団のかかわりができ

てくる。また、帰宅後の生活の中でも習い事塾、学

習塾、スポーツセンター一、ボーイスカウトやガール

スカウト等の活動に通っている場合には、学校等に

準じる組織立った．f・ども集1』・」’1のかかわりが生じるこ

とになる。

　しかし、．jtどもの社会n勺適応能力やコミュニケー

ション能YJの発達は、組織、フ：った教育環境の‘ltばか

りではなく、自川な生活時間弓lyにおける自由な活動

場而で、了ども同1：が1白：接・触れ合う集川遊びの中で

促進される部分が大きいものであるt’前述したよう

に現実生活においては、遊びたくても友達がいない

という社会環境にあり、かつてのような地域の中で

子ども連が小集団で群れて遊ぶという状況がほとん

ど見られない。したがって、今では放課後の時間帯

に地域杜会の中で、子ども同．1：が自川に触れ合って

遊ぶことのできる環境を人為的に整えることが必要

となってきている．．

　そのような人為的な環境の・つが、地域に存在す

る子どもを対象とした遊び場である児童館、児rl〔：セ

ンターであり、学竜クラブ等であろう，，特に児童

館、児67：センターにあっては、児童厚生員という遊

びの指導者が存在するものの、基本的にはそこに集

まったr・ども達が白・i三的に友達と共にn由に遊ぶた
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めの施設である。同年齢、あるいは、う｜じ年齢の子ど

も達が放課後や休日等に、さまざまな遊びを繰り広

げている。

　遊びは、楽しい面白い等の快適な感情体験を伴う

ために頻繁に繰り返えされ、より一層楽しく面白

く、また、目的を達成させるために．子ども同．．ヒが頻

繁にコミュニケーションを重ねることになる。すな

わち、このようなr・ども同士がかかわり合う遊びが

｝：1常生活の中で繰り返されることによって、コミュ

ニケーション能力を発達させるための「体験の質と

措」が自然に確保されるのである。

好きな時間に読むことができる。また、メール特有

の文章表現や絵文字を使った無言のコミュニケーシ

ョンは、日常会話とは全く異なる次元でのコミュニ

ケーション手段となっている。このコミュニケーシ

ョン手段の多用によって、音声言語を使った会話や

挨拶の不得手な．f一どもが増えていると言えるのでは

なかろうか。防犯一ヒの理山から小学生まで携帯電話

を持たせる親が出始めている。利用を制限している

親が多いとはいうものの携帯電話の機能は同じであ

り、小学生段階からの利用はコミュニケーション能

力の発遥の視点からも問題となる恐れがある。

3．変りゆく子どものコミュニケーション

（1）携帯電話によるコミュニケーション

　中学生、高使｝三年代の子ども達にとっては、学校

や塾のような組織立った生活環境以外の自山な活動

の場と機会が極端に少ない状況にある。中高生を対

象とした児童館、児童センターのような施設は極め

て少なく、多くの地域にあっては事実上存在しない

といえよう。これは、学校以外の場で中高生が直接

触れ合ってコミュニケーションを交わしながら生活

する体験ができないということを意味している。

　このような状況ドにあって、自rhなコミュニケー

ションの手段として急速に普及しているのが携帯電

話である。高校生にとって携帯電話は今や生活必r鴉

品となっている感があるが、携帯電話でのおしゃべ

りとメールは、何時でもどこでもお互いに連絡を取

り合うことができるという特徴があり、子ども達の

〕三要なコミュニケーション手段の．一・つになってい

る。

　特に、携帯電話を使ったメールは、会話とは全く

異なる特徴をもっている。自分の好きな時間に、ど

こにいても、相手の存在を意識することなく自ll．1に

．一ソ∫的に発信することができるし、受け手も自分の

（2）コンピューターによるコミュニケーション

　情報化の時代にあって、最近は、小学～．i．澱階から

コンピューター教育を正課の授業の中に取り人れる

ようになってきた。家庭でのコンピューターの普及

率も高まり、多くの家庭でコンピューターを所有す

るようになってきた。このような環境の中でコンピ

ューターを駆使する子ども達が極めて多くなってき

ている。また、インターネットの普及も日覚しく、

コンピューターを使える．r一どものほとんどがイン

ターネットやメールを使いこなしているといえよ

う。

　コンビa一ターによるコミュニケーションはメー

ル、チャット、伝言板などである。メールは携帯電

話と同じようにコンピューターによる手紙、チャッ

トはコンピューターを使って複数の人々と交わす

「文字による会話」で、伝言板はコンピューターを

使った公共掲示板といえる、、中高生が主として用い

ているコンピューターによるコミュニケーション方

法はチャットである。チャットは、電話と違って3

人以上で双方向で．文字情報のやりとりができるし、

また、お互いに顔も見えない、素性もわからない相

手と時間と空間を越えておしゃべりができるという
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111．界の児市と1：J・M，

特微がある。どんなに人見知りをする人でも、恥ず

かしがりやでも、引っ込み思案でも、また、夜中で

も、寝巻き姿でも、相］三の顔を見ずに声も川さずに

文字でrl山におしゃべりができるので現代のf・ども

達の大きなコミュニケーション形態の一つとなって

いる　それが新しいタイプのr・ども集団とも1－1え

る、見ず知らずの不特定の人々をイ｛1予にして音声を

必要としない無1．1一の会話、それも、メールと同じよ

うに独特の文C；壊現や特殊な絵文字表現で行われて

いるのである。このような特殊なコミュニケーショ

ンの連続は、！ビ常なコミュニク’一ション能力の発達

の妨げになることが考えられる、．

　以t’；のようなU常生沽のr1‘で繰：）返される携’li；：屯

話や、コンビ．・L・一ターによるメールやチャ・ソトの多

川は、［にしい日本語の習得やコミュニケーション能

力の低卜’にもつながる恐れがある。情報技術が進み

人川何1：が直」妾触れ合わずにコミニ1、ニケーションθ．）

取れる時代にあっては、家庭でも学校でも地域社会

にあっても、∫・ども遥が直接触れあいながら活動で

きる環境と機会を作ることが必要であり大切なこと

である．、したがって、情報化社会といわれ、情報技

術の進歩の2：しい今の時代、また、これからの川…代

にあっては、組織、：，1った教育環境以外の場にあって

もr・ども同i：が直接触れあって活動する場を積極的

に設けることが望まれるのである．、

に行動したり、自分の意見を自川に表現して友達と

ト分にコミュニケーションのとれる．∫・がいるかと思、

うと、おとなしくて引っ込み思※で友連と意欲的に

遊ぶことができなかったり、自分の意思を表現でき

ない子も存在する．

　異なる特性を持つすべての了一が、同じ水準でコミ

ュニケーション能力が発達するわけではないが、

個々のr・どもの個人特性に応じて発達を促すことは

1’分に［1∫能である，，その下段は、r・ども同・Lが「直

接触れ合って行動する」ことであり、特に1．遊び」

がノく切であるt、「遊び」とは、どのような形態であつ

ても1’・ども白身が何らかのものに興昧関心を持っ

て、自ら進んで楽しむために行う活動である，tt遊び

は、快適な感情体験を1半うので、その楽しさ而白さ

を継続させよう、あるいは、繰り返し遊ぽう、さら

には、もっと楽しくもっと［面r1くしようと意拶こ的に

なり、少しぐらい困難な問題に直面してもそれまで

の活動を継続させるためにその川題を乗り越えよう

とする心の力が働く．、f’ども集団の中で、友達関係

を維持しながら遊びを継続させるにはコミュニケー

ションが不可欠である。このような友違と　・緒の自

川な遊びの体験を幼いときから繰り返し体験させる

ことが、さまざまな杜会n勺能力と共にコミュニケー

ション能力を発遼させる大きな原動力になるのであ

る．．

4．子ども集団でのコミュニケーション

　さまざまな異なる家庭環境、社会環境の中で生活

し成長発達してきたr一ども達は、どの年齢段階で

も、基本的な物の見方、感じ方、考え方などの性格

特性や行動特’1生が異なっている。さらに、佃々に知

識の有無や広さ深さ、さらには、埋解力や記憶力、

類推都り里力や，1ひ考・力、判断力、衣現力などの知的能

ノJ特性等々が異なるものである，、明るく元気で活発

・x・一ソ・・ド：発達促進要因

　コミュニケーションを含めた社会的機能や知的機能、運肋

機能．心的機能などの発達を促すためには3つの要因が必要

であ姦．第1は「直接体験すること」でめり、体験しないb

のは発達しない。第2に「体験の質」であり、良い体験は良

い発達を促すが、恕い体験は悪い発達を促すことになる、，第

3に「体験の巴」である．，どんなに艮い体験でも体験の堕が

少なければ十分な発達は盟めないt，これらの要因をすべて溝

たす活勤が「遊び」である．
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親同士の
コミ

特

ユニケーション
現代社会のコミュニケーション

　　　　　　　　　　　　　　　　　いわどうみちこ
大肺立蝉大端生活科端究科搬岩堂美智子

1．現代社会で「親になる」ということ

　2UU紀を迎え、少・子高齢社会の進展と共に、国や

地方自治体は一層、子育て支援事業を積極的に推巡i

するようになった。各地の・r・ども関連施設や福祉・

教育機関も、」：育て真っ肱中の親子・への支援や「次

世代」育成をめざし、さまざまな事業を展開してき

ている、、

　しかしながら止まらぬ少了化と核家族化さらには

都市化の進行のもとで、「子育て困難」時代が続い

ている。親の過保護・過．ド渉あるいは育児放棄や虐

待を示す親子の危機が連1」のようにマスメディアに

取りヒげられている。現代はまさに親とr一の閲係が

むずかしい時代である。

　農業など第一次産業llr心の時イtには、子ども達は

地域社会の中で多くの人々の世話になり、数多くの

人閲関係を結びながら成長した。育児は親個人の仕

事というよりは、地域礼会が共に担うイ1：事であっ

た。子ども達には血縁の兄弟はもちろんのこと、

“乳きょうだい”や‘’擬きょうだい”など地縁でつ

ながる人間関係も大勢あった。もちろん育児ばかり

でなく諸々の生産活動においても、地域社会の人々

は力をAわせてノ1こ活することが当たり前であった11寺

代のことである“

　現代の家庭においては、養育条件の格差が拡が

り、子どもが出会うおとなの数は限られ、家族のrl1

で特に母親のあり方が．子どもの育ちに強く影響す

る。歪んだ親一r・関係であっても緩和されたり、ki　ii｛

される機会はほとんどない。言葉や生活習慣の遅

れ、友達とうまく遊べないといった子どもの姿の背

景には、親個人の生活不安や健康問題、j㌧育てのス

キルの米熟さなどが指摘されるが、そのことがまた

孤立した親を追い詰めることとなる。

　一・方で育児に関する惜報は巷にあふれている。し

かし生身のわが子にぴったりの情報は少なく、母親

たちは標準的な子どもの発達とわがf・の育ちを比較

し．’嘉一’憂することになるcさらに商業．11ts的な広

告が「競争子育て」を煽る。こうして孤立1したまま

子育てに従事すれば、母親たちが育児不安に駆り立：

てられるのは当然といえる。

　「了・どもは欲しくない」と考える青年たちはこれ

まで少子家族の巾で生まれ暮らしてきた人々であ

る。人間関係の希薄なll’で成長したかれらの多くは

絶えず対人関係に不安を抱き、潜在的な育児不安に

陥っているc，「3歳までは母親の手で」と母親の育

児責任を強調する周囲のことばが、子どもは母親次

第なのだと思わせたり、働く女性たちにlijF，悪感を持

たせたりするc，

　「男は仕事、女は家］［・育児」という伝統的な性

別役捌分業の考え方は近年変化してきてはいるが、

まだまだ父親たちの育児に対’するエぱ任の自覚は乏し
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い。核家族の中での孤立した現代育児は、母親たち

の川柳疲労を大きくするばかりである。現状のまま

では1㌘育ては親白身の人生にとって「割に合わな

い」とする考え方が∫・育ての楽しさやト穿びを超えて

しまう。　∫・どもを持つことは経済的にも心理的にも

割に合わない、従って∫・どもは（とくに1人日は）

産まない、という選択をする現代人が増えていく。

しかし、Uらが産む産まないは別にして、次代を担

うJ「一どもたちを育むことができない社会は、私たち

が安心してルきていける社会であろうか，，幼い者に

愛情を寄せ、育んでいこうとするおとなが自然に増

えるように、親を支える環境をみんなで改善する努

力が今求められている。

2．「子育て」は地域参加の再チャンス

　親∫・が歩いていける距離にある保育所や幼稚園、

公共施設で開催さオしる親∫・教室や園庭の開放事業

は、地域で歓迎されているr・育て支援活動である，、

「公園デビュー」ということばに象徴されるような

近所に知り合いが少ない親」’一であっても、安心して

気蒋に川かけていくことができる。0歳児の親r・だ

けが集う］［を設定したり、1リ：親どうしの話し合いを

呼びかけている施設もあるF，また、保育者が剛児た

ちを連れて公園に散歩に出かける時には、紙芝居を

持っていき、公園で地域のs：どもと一緒に見せてい

るという所もあり、地域の∫・どもを・緒に育ててい

こうという姿勢がさまざまな実践で展開されてい

る，、親にとっては、保育者の了・どもへの対応（言葉

θ）かけ方、叱り方、絵本の読み方など）を見ること

ができるし、そこで出会う他の．∫一どもの親と話すこ

とにより、白分のr・どもへの対応を振り返ったり、

rイfてを学ぶ良い機会となる。自分の子どもより年

齢が高いr・の親からは、呂こ労話や失敗談を聞かせて

川：界の児巾と母ヤ1’

もらえ、逆に、年齢の低い子どもの親には、自分の

経験してきたことを教えてあげることができる。親

たちは、他のr一どもや親、保育者と交流するなか

で、地域に居場所を見出し、自分なりのr・育てに自

信がもてるようになっていくQ

　こうして地域社会の叩で「．一・緒に子育て」をして

いくことで、母親たちは自分と1司じように子どもを

抱えてfl亨闘している他の母親の姿を見ることができ

る．・緒にひととき生活を共にすることで、ヒ機嫌

だったりあるいは機嫌が悪く．駄々をこねているわが

f一と同じようなr・どもを何度も兄ることになる、さ

まざまな親丁の実際に触れることで、1．1々の不安や

悩みが和らぎ、自分のf’ども一’人では味わうことの

ない驚きや況びを感じるようにもなる。「子どもと

一緒に出かけていく場ができて良かった」と、地域

r育て支援事業の参加者たちは言う，このような発

「［は、今日どれほど母親とi「一どもが安心して人々と

交流する環境を有していないかをうかがわせる．、

　f・どもを持つまでは地域杜会と無縁で生きてきた

人々が、「F育て］を通じて再び地域社会に1・1を向

け、地域社会と共に生きようとするようになる。こ

のことが子どもの社会性を育て、同時に「地域人」

としてのおとなの成長に寄’ゴ・することになるのであ

る。

3．親同士のコミュニケーションを促進する「共同子

　育て」活動

　大阪ll∫立大学では付設の「児童・家族相談所」に

おいて、かねてより地域に開かれた心理教育活動の

一・環として0歳一3歳児のための「親と了・の遊びの

教室」（愛称「どんぐり教室」）の実践を続けてきた．、

毎年春に参加希望者を募ってスタートするのだが、

ある年、参加希望者が多数であったため、　・年を前
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半朋と後半期に分け、前判則には．二つのグループ活

動を隔週交替（月2回）で開催し、後半期にはひと

つのグループ活動を従来通り毎週1回の閤催という

形態で実施せざるを得なくなった。そこでこの活動

頻度の違いと参加者の意識や行動との関連をみるた

めに、次のような質問項口を設けて調査を試みたt，

調査は開始後3　P，1旧と8回［1にいずれも無記名で行

った。

（1）今回までの叩で（余体を迎して）、どんぐり

教室において、了・ども同士の関わりはどの程度あり

ましたか。

（2）今回までの中で（全体を通して）、どんぐり

教室において、お母さま同士の関わりはどの程度あ

りましたかc，

（3）今回までの巾で（全体を通して）、どんぐり

教室において、お子さんと教室スタッフとの関わり

はどの程度ありましたか。

（・1）今回までの中で（全体を通して）、どんぐり

教室において、あなたご自身と教室スタッフとの関

わりはどの程度ありましたか。

　回答は「ほほ毎回あった」「1－2回あった」［・ほ

とんどない」から選択してもらった、、

　2回の調査とも「ほとんどない」という回答は少

数しかなかった。少数ではあるが「ほとんどない」

という回答がみられたのはくr・ども同士の関わり〉

とく母親と教室スタッフとの関わり〉についてであ

った。閉始後3回目に試みた調査において、子ども

岡上の関わりが「ほとんどない」と回答した母親

は、前期（月2回）．－1グループ27人中5人、後期

（週1回）一・グループ1ユ人中1人であり、母親と教

室スタッフとの関わりが「ほとんどない」と回答し

たfJ：　IAは前期グループで3人だったが、後期グルー

プでは皆熊であった。この結果には明らかに活動頻
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度の違いがあらわれていると考’えられた。

　さらに、8回目に行った結果では、後期グループ

には「ほとんどない」と回答した者はすべての項日

において見られなかった。一・方、前期グループでは

子ども同士の関わりが「ほとんどなかった」と回答

した母親が1人、母親と教室スタッフとの関わりが

「ほとんどなかった」と回答した母親が2人見られ

た。この結果は活動頻度が少ない場合の「どんぐり

教室」の実践の留意点を示1唆するものであるが、他

方、質問（2）にみられるような母親同・1：の関わり

（コミュニケーション）については、前期・後期両

グループとも毎回何らかの交流があったことを裏付

けるものであった。親子が参加する継続したグルー

プ活動実践は何よりも親どうしのコミコLニケーショ

ンを促進するものであることが明らかになったと言

えよう。

　「どんぐり教室」のような親Fがグループで参加

する「共同子育て」活動では、参加者の数があまり

少ないとグループに活気がなく、遊びや母親同士の

コミュニケーシnンも豊かなものになりにくい。一

方、あまり多いとグループの活動にまとまりがなく

なり、注意が拡散して関わりが深くなりにくいとい

う欠点をもつ、，乳幼児は体調を崩しやすく、E1によ

って参加者数に変動があるため、どうしても参加者

の定員を一・定程度数多く求めがちであるが、そのこ

とによって参加者一’人ひとりに欲求不満が起こらな

いように．1三宰者側に配慮が求められよう，，

4．コミュニケーションの質を高める異世代ネット

　ワーク

　原田正文は「共1百仔育て」のメリットとして次の

ような点を挙げている。「①子どもにいきいきと遊

べる仲間と空間、時1｛ilを保証することができる。②



1～1年齢の．f・ども集団で遊ばせられる．．③け親の仲間

づくりや育児不安が解消できる。④いろいろな親や

∫・どもがいることがわかり、また、いろいろな親∫・

関係があることがわかる。，⑤子どもの発達に見合っ

たかかわりが体得できる、、⑥親∫・ともどもに対人関

係のトレーニングができる、，⑦IPt一がサークル活動

の中でイキイキと輝くことができる，、⑧親1司．L：のつ

なカ｛りカ▽仁まれることにより、いじめやJl三そ1：などの

地域での川題の解決能力が高まる．、」少．r・化の1’1・1で

成長したおとなたちであっても「了・育て」を通じて

地域参川することで、親∫・共に生活体験を拡げ、股

かな人問関係を築く可能性が生まオゴしるのである，

　また過去に育児サークル活動に参加したことのあ

る1：J：親に対’して行った須々木・※奈の調査によれば、

け親とr・ども両者において、サークル参加経験は、

ポランテでア活動などの地域活動への枯極的な参／川

と関述していることが明らかになっている．．さらに

は育児サークル活動に参加している人たちのほうが

参加していない人に比べて、他者と積極的にかかわ

るlhJiL会的行動をよくとるということや、∫・育て以

外についても日を向けて、新たなLkきがいを探し求

めているということが見川された、，参加経験者のほ

とんどが「参加経験がプラスになった」と答えてい

たことにも「共同．∫・育て」活動の意義が集約されて

いるとみることができる．．

　・方、大日向雅美は「同fド齢のr・どもをかかえた

母親のサークルは母親の心の支えになる」と言いつ

つ同時に、「そこには限界がある」ということも述

べている、、1川U：代だからこそ、おむつはずしなどの

ような、ちょっとしたJ’・どもの成長の万に焦りを感

じてしまうというのだ。その点」㌧育ての経験者がい

ると大きく違い、サークルにも異1吐代ネットワーク

が必要であることを指摘する。親たちn身もサーク

i［L．－LV）11‘1Wとf：〕t｛．

ルの活動場所の碓保など活動の安定と継続を図るた

めに「仲閥で．子育て」から「地域で了育て」へと「1

標を拡げていくことが望まれる、、

　幼い子どもに手を取られがちな母親をサポートす

る異胆：代援助者の存在があれば、そしてその人々が

指導や助言のみでなく「了・育てサポーター」として

実践的に対応してくだされば、処世代ネットワーク

による育児サークル活動は・層効果的に親ILiJ　1：のコ

ミュニケーションを促進するだろう、，まず一定期

間、継続してグループで・緒に子育てする経験を積

む場を異世代援助者’が挑供するcその中で親同］一；の

コミュニケーションがうまくいけば、その体験を通

じて今度は親たちrl身が自．ドグループ形成を進める

であろう。

　Ili川1’村では今後もっと人と人をつなぐ各地域独自

の交流．’∬業の促進カミ期待される，，新しいイ．ヒ民が．｜1∫民

1i胞こ転人届を提出すれば、どの地域においても1あ

なたの居住地の地域交流事業」というjlli・．r一がT・i度さ

れ、育児ネットワーク」礫をはじめ、地域人として

参加可能なさまざまな地域社会活動の場が即座にわ

かるようになってほしいものである。
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キー・ノード：異世代ネットワーク

　たとえば同年齢の子どもをもつ子育て褒っ醒中の同世代の

親同士だけで寄り合ったり、協力するのではなく、すでに子

育てを終えた人や、少し年齢が高い子どもを育てている親た

ちとも連携し、世代の違う人々同士がつながって協力し合う

紹織形態をいう。
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学校に

コミュニ

おける
　　　ケー’

一 「ピアサポート」の試み

ンヨン
　　　　　　　　　　　　　いけ　もと

岡嶋輔セ・ター欄蜘池本しおり
　　　　　　　　　　　　　もり　く’ち　　　あきら

岡蝋立西大舗特校教諭森口章

現代社会のコミュニケーション

1．他者に対する無関心

　前任校である岡山県ウ1西大寺高校に、私（池本1

は13年間勤務したが、その間に生徒たちの気質が少

しずつ変わっているように感じていた、．例えば、放

課後の清掃1時聞。日によって、生徒たちの集まり方

はまちまちである。選択教科や体育の着替えなどの

関係で、どうしても一・斉に集合とばかりにはいかな

いtt集合状態がはかばかしくないと、早く来た生徒

に1・この班．）メンバーは他に誰がいた？」と尋ねる

ようになる。そのようなとき「Aさんと、Bさん」

とすぐに答えが返ってくることは稀である。

　私はその理巾を「個人名をあげ．ると、先生にチク

ッたことになるので、本当はわかっていても、言わ

ないのだろう」と考えていた，、しかし「それは単な

る私の思いこみであって、彼らは他の班員の名前を

木当に知らないのではないか」と感じるようになっ

た，、清掃の場面に限らず、生徒たちが他のクラスメ

イトに対’してあまりにも無関心であることに出会う

機会が、次第に増えていたからである。

　1学期の初めならいざ知らず、何か月も同じメン

バーで班を構成していながら、他の生徒の名前を本

当に知らないのかしら…。そんな疑問がわき起こっ

てきて、坐徒たちに確かめてみた結果、5－6人平

均の他の班貝の名前を、全貝は記憶していない生徒

が3割くらいいた、、この生徒たちにとっては、「1司

じ班のメンバーが誰であろうと関係がない」のかも

しれない。

　他者に対する無関心は、大変恐ろしいことだ。な
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ぜなら、たとえ同じクラスでいじめられている生徒

がいても、何かに困っている生徒がいても、その相

手が関心を払う対象でなければ、自分には全く関係

のない出来事にすぎないからである。このような人

間関係においては、コミュニケ・一ションなどは到底

成り立たない。コミュニケーションの．ヒ手一ド手を論

ずる前に、まずはこの無関心こそが最大の問題では

ないかと感じる。

2．他国との比較から

　ここに大変興昧深い調査結果（森田　2001）があ

る。図1と、図2から読み11叉れる傾向は、次のよう

なことであるc、

・ イギリス、オランダ、ノルウェーのいじめ被害経

　験者は多いが、いじめは尾を引かない。

・ 日本のいじめ被害経験者は他の3か国に比べて少

　ないが、．一度起こったら長く続く，，

　また、図3からは、次のようなことが読み取れる。

一体ではいじめの仲裁者が次第に減少し、傍観者

　が増え続ける。

・ イギリス、オランダでは中1を境に仲裁者が増加

　に転じている，，また、オランダでは中1、イギリ

　スでは中2を境に、傍観者が減少に1転じている，，

　清掃時問に見られた「他者に関する無関心」は、

どうやらいじめにも通底するようである。また、

「1・1本のユ5歳は経済協力聞発機構（OECD）に加

盟する他国と比べて成績は良いが、学校で孤立感を

抱いている一そんな結果が同機構の学習到逮度調査




